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県
で
は
夏
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

抑
え
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す
る
た

め
に
「
夏
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
実
施
し
、

県
内
の
事
業
者
に
対
し
て
も
理
解
と
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

◎
軽
装
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
）

で
の
執
務

＊
軽
装
に
つ
い
て
は
式
典
等
、
礼
を
尽

く
す
べ
き
場
を
除
き
、
執
務
中
は
も
ち

ろ
ん
関
係
会
議
等
に
お
い
て
も
実
施
し

ま
す
。

〔
６
月
１
日
〜
９
月
30
日
〕

◎
冷
房
温
度
28
℃

〔
６
月
12
日
〜
９
月
22
日
〕

◎
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
基

づ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
気
・
ガ
ス
等
）

の
削
減

勤
労
者
の
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
の
実

現
の
た
め
に
、
夏
季
連
続
休
暇
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
、
仕
事
で
た
ま
っ
た

ス
ト
レ
ス
の
発
散
や
家
族
の
絆
を
深
め

た
り
、
自
己
啓
発
す
る
等
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
中
央
会
で
は
、
改
正
会
社
法
の

施
行
等
に
よ
り
、
中
小
企
業
組
合
等
の

経
理
、
監
査
等
に
関
す
る
高
度
な
相
談

に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
公
認

会
計
士
を
委
嘱
し
窓
口
相
談
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼
実
施
方
法

事
前
に
相
談
事
項
を
具

体
的
に
全
国
中
央
会
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

（
住
所
、
団
体
名
、
相
談
希
望
日
、
来

会
・
電
話
の
別
、
連
絡
先
等
）
で
送
付

し
、
相
談
日
に
相
談
を
受
け
る
。
ま
た
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
行
な
う
。

▼
費
用

無
料

▼
相
談
設
置
期
日

漓
相
談
設
置
期
日
　
19
年
３
月
ま
で

滷
相
談
日
　
第
１
〜
第
４
週
の
月
曜
日

（
休
日
を
除
く
）

▼
相
談
時
間

14
時
〜
17
時

▼
相
談
設
置
場
所

東
京
都
中
央
区
新
川
１
・
26
・
19

全
中
・
全
味
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
・
３
５
２
３
・
４
９
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
３
５
２
３
・
４
９
１
０

昨
年
、
我
が
国
は
明
治
以
来
、
初
め

て
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
は
加
速
度
的
に
進
行
す
る

も
の
と
思
わ
れ
、
放
置
し
て
お
け
ば
、

経
済
や
社
会
全
体
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
「
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
」
が
昨
年
４
月
に
施
行

さ
れ
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
一
般

事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、
各
企
業

に
お
け
る
働
き
方
の
見
直
し
な
ど
の
取

り
組
み
を
促
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
は
こ
の
行
動
計
画
の
策
定

が
努
力
義
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

企
業
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
優
秀
な
人
材

の
確
保
・
定
着
を
図
る
た
め
に
、
行
動

計
画
の
届
出
を
行
い
、
認
定
制
度
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

本
会
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
動
計
画
の
策
定
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
も
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

連
携
支
援
部
　
松
本
、
白
井
ま
で

℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

本
会
は
、
今
年
度
か
ら
中
小
企
業
診

断
協
会
千
葉
県
支
部
と
連
携
し
て
、
無

料
の
経
営
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し

た
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

▼
対
象

中
央
会
の
会
員
及
び
そ
の
構

成
員

▼
こ
ん
な
場
合
に
使
え
ま
す
漓
経
営
革

新
を
図
り
た
い
滷
新
事
業
展
開
を
し
た

い
澆
他
の
事
業
者
と
連
携
し
た
い
潺
販

路
開
拓
を
し
た
い
潸
技
術
開
発
に
取
り

組
み
た
い
澁
人
材
育
成
を
行
い
た
い
澀

海
外
展
開
し
た
い
潯
物
流
を
効
率
化
し

た
い
潛
そ
の
他
組
合
運
営
、
企
業
経
営

に
関
す
る
も
の
。

▼
担
当
者

大
臣
登
録
中
小
企
業
診
断

士
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
行
い
ま
す

▼
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み

漓
組
合
経
由

で
本
会
へ
申
し
込
む
滷
本
会
か
ら
診
断

協
会
千
葉
県
支
部
へ
チ
ー
ム
派
遣
要
請

澆
専
門
家
チ
ー
ム
編
成
潺
事
前
協
議
・

診
断
計
画
書
提
出
潸
診
断
（
実
査
・
分

析
・
評
価
・
改
善
提
案
な
ど
６
日
以
内

で
行
な
う
）
澁
報
告
書
・
報
告
会
の
開

催
澀
診
断
協
会
か
ら
本
会
へ
完
了
報
告

▼
詳
細
は
本
会
連
携
支
援
部

℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

銚
子
は
漁
港
と
醤
油
の
町
と
し
て
古

く
か
ら
栄
え
て
き
た
。

銚
子
電
鉄
の
銚
子
駅
は
Ｊ
Ｒ
銚
子
駅

の
成
田
線
の
ホ
ー
ム
の
奥
に
あ
る
。
こ

こ
か
ら
外
川
ま
で
の
６
・
４
　
を
約
20

分
で
結
び
、
地
域
住
民
と
観
光
客
の
足

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
の
経

営
難
で
廃
線
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
き

た
が
、
千
葉
県
と
銚
子
市
の
支
援
や
、

「
濡
れ
煎
餅
」
の
副
業
（
運
賃
収
入
よ
り

も
煎
餅
の
売
上
げ
の
方
が
多
い
。）
で
赤

字
を
補
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
。

from
the
editor

多
く
の
組
合
で
は
、
通
常
総
会
も
終

わ
り
新
し
い
事
業
計
画
に
則
っ
て
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
執
行
部
が
新
し
く
な
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

組
合
等
の
連
携
組
織
は
そ
の
構
成
員

の
た
め
に
機
能
す
る
組
織
で
す
。
こ
の

一
年
間
、
組
合
員
の
た
め
に
有
効
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

E-m
ail:

funatogaw
a@
chuokai-chiba.or.jp

編
　
集
　
後
　
記

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

夏
期
の
適
温
冷
房
と
軽
装
に
つ
い
て

（
千
葉
県
）

蘚

【
銚
子
駅
】

夏
季
連
続
休
暇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
厚
生
労
働
省
）

会
計
業
務
相
談
窓
口
開
設

（
全
国
中
央
会
）

次
世
代
育
成
支
援
対
策
セ
ン
タ
ー

無
料
の
経
営
診
断
サ
ー
ビ
ス
開
始
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